






























1.はじめに 

近年,周産期死亡,乳児死亡は著しく減少したが,その中で先天異常の占める割合は,ますま

す大きくなってきており,昭和 59 年では新生児死亡の 25.5%,乳児死亡の 29.0%を占めてい

る。また,欧米各国では「サリドマイド」の経験を生かし,二度と同じことを繰り返さない

ために,常に,先天異常の発生状況を把握し,異常の出現をいち早く発見し,警報を発し,そ

の対策を立てるべく「先天異常モニタリング」が行われている。わが国においても,日本母

性保護医協会,東京都立病院グループ等によって,先進的に「病院ベース」の先天異常モニ

タリングが行われてきた。大阪府における先天異常モニタリングは人口動態ベースの先天

異常モニタリングとして実施し,将来全国に拡大する基礎作りを行うとともに本調査にお

ける問題点を浮きぼりにし,その解決策をたてることを目的として開始された。 


